
5月1日　徳島県阿波市にて公明党の政治姿勢を訴える

公
明
、「
行
動
す
る
平
和
主
義
」貫
く

ご
挨
拶

http://www.ishida21.gr.jp

　
日
頃
よ
り
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。７
月

の
参
院
選
で
は
、四
国
の
重
点
候
補
谷
あ
い

正
明
に
対
し
力
強
い
ご
支
援
を
頂
き
二
期

目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。皆
様

の
ご
支
援
に
お
応
え
す
る
た
め
私
も
、谷

あ
い
参
院
議
員
も
ま
た
全
議
員
が
力
を
合

わ
せ
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。「
国
民
の
生
活

を
守
り
抜
く
」政
治
の
実
現
を
目
指
し
全

力
で
頑
張
って
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
、党
の
農
林
水
産
部
会
長
と
し
て

牛
、豚
の
口
蹄
疫
対
策
に
取
り
組
み
、特
別

措
置
法
を
議
員
立
法
で
成
立
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、成
立
に
尽
力
し
た

改
正
過
疎
法
は
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
お

り
、強
い
要
望
の
あ
っ
た
交
通
手
段
の
確
保

等
の
ソ
フ
ト
対
策
も
対
象
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
立
法
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
で

し
た
。夏
の
疲
れ
が
出
て
く
る
頃
で
あ
り

ま
す
。ど
う
か
お
体
を
大
切
に
お
過
ご
し

下
さ
い
。
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生活に直結、政治を実現
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口
蹄
疫
特
措
法
案
が
可
決

基
金
な
ど
予
算
１
０
０
０
億
円

補
償
金
の
仮
払
い
規
定
も

与
野
党
が
合
意

公
明
案
が
随
所
に
反
映

「口蹄疫対策特措法案」を全会一致で可決した衆院農林水産委員会

　衆
院
農
林
水
産
委
員
会
は
５
月
２６
日
夜
、牛

や
豚
へ
の
家
畜
伝
染
病
・
口
蹄
疫
被
害
に
対
処

す
る
た
め
、公
明
、民
主
、自
民
の
各
党
案
を
基

に
取
り
ま
と
め
た 

「
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法

案
」 

を
委
員
長
提
案
と
し
て
、全
会
一
致
で
可
決

し
た
。 

今
国
会
で
成
立
、直
ち
に
施
行
さ
れ
る

見
通
し
と
な
っ
た
。

　
口
蹄
疫
の
ま
ん
延
防
止

と
、
被
害
農
家
な
ど
へ
の
経

済
的
支
援
を
柱
と
す
る
同
法

案
は
、
公
明
案
が
随
所
に
反

映
さ
れ
、
現
行
の
家
畜
伝
染

病
予
防
法
で
は
対
処
で
き
な

い
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま

ん
延
防
止
策
で
は
、
予
防
的

殺
処
分
と
し
て
、
農
林
水
産

相
が
定
め
る
指
定
地
域
内

で
、
未
感
染
家
畜
の
殺
処
分

を
都
道
府
県
知
事
が
勧
告
で

き
る
こ
と
と
し
た
上
で
、
殺

処
分
家
畜
の
所
有
者
に
生
産

費
な
ど
の
損
失
を
補
て
ん
・

補
償
、
そ
の
際
、
公
明
案
の

通
り
、
被
害
農
家
か
ら
の
請

求
を
待
た
ず
に
仮
払
い
で
い

ち
早
く
交
付
で
き
る
規
定
を

設
け
た
。

　
ま
た
、
指
定
地
域
内
の
消

毒
設
備
設
置
場
所
の
通
行
者

に
対
し
、
車
両
や
体
の
消
毒

を
義
務
付
け
た
ほ
か
、
殺
処

分
後
の
埋
却
に
関
し
て
は
、

国
の
責
任
で
埋
却
用
地
を
確

保
す
る
一
方
、
埋
却
が
困
難

な
被
害
農
家
が
家
畜
防
疫

員
に
埋
却
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
経
済
的
な
支
援
で
は
、
患

畜
（
感
染
し
た
家
畜
）
と
疑

似
患
畜
（
感
染
の
疑
い
が
あ

る
家
畜
）
の
所
有
者
に
「
必

要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず

る
」
と
し
て
国
が
全
額
補
償

し
、
仮
払
い
規
定
を
明
記
、

さ
ら
に
、
地
域
経
済
の
再
建

や
活
性
化
の
た
め
の
基
金
創

設
が
、
公
明
党
の
主
張
通
り

盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
畜
産

農
家
や
関
連
業
者
の
経
営
再

建
に
必
要
な
資
金
の
無
利
子

貸
付
や
助
成
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

　
同
法
案
は
２
０
１
２
年
３

月
末
ま
で
の
約
２
年
間
の
時

限
立
法
、
予
算
規
模
は
公

明
党
が
当
初
か
ら
政
府
に
要

請
し
て
い
た
１
０
０
０
億
円

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
公
明
、
民
主
、
自
民
の
各

党
は
同
日
、
断
続
的
に
修
正

協
議
を
行
い
、
公
明
党
か
ら

石
田
祝
稔
・
特
措
法
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
（
衆

院
議
員
）
が
参
加
し
た
。

公
明
こ
そ

清
潔
政
治
の
実
現
訴
え

｢

第
三
勢
力｣
初
心
を
胸
に
政
治
家
改
革
を

参
議
院
議
員

　谷
合

　正
明

8月15日　高知市はりまや橋交差点で終戦記念日街頭演説

　
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、全
国
の
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、２
期
目
の
当
選
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
激
戦
の
中
、公
明
党
に
頂
い
た
約
７
６
４
万

票
、ま
た「
谷
あ
い
正
明
」に
託
し
て
い
た
だ
い
た

５
４
万
票
を
超
え
る
票
の
重
み
を
改
め
て
か
み
し

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
ぜ
当
選
で
き
た
の
か
の
意
味
を
絶
対
に
忘

れ
ず
に
、１
票
を
無
駄
に
し
な
い
政
治
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
暑
さ
の
中
、雨
の
中
、多
く
の
皆
様
か
ら
、福
祉

や
雇
用
、景
気
、教
育
、ム
ダ
削
減
な
ど
生
活
現
場

の
声
や
ご
要
望
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
初
心
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、皆
様
の
声
を
刻
み

な
が
ら
、元
気
いっ
ぱ
い
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
政
治
家
改
革
の
先
頭
に
立
ち
、皆
様
の
ご
期
待

に
お
応
え
で
き
る
よ
う
全
身
全
霊
か
け
て
勝
負

し
て
ま
い
り
ま
す
。

核
廃
絶
を
着
実
な
流
れ
に

禁
止
条
約

　実
現
め
ざ
す

禁
止
条
約

　実
現
め
ざ
す

　
石
田
祝
稔
四
国
議
長
は
５
月
１

日
、
徳
島
県
内
５
ヶ
所
で
開
催
さ

れ
た
党
徳
島
県
本
部
（
長
尾
哲

見
代
表
＝
県
議
）
主
催
の
街
頭

演
説
会
に
参
加
。
同
県
本
部
の

議
員
ら
と
と
も
に
公
明
党
の
政
治

姿
勢
を
訴
え
た
。

　
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
、
鳩

山
首
相
が
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問

題
で
自
身
の
発
言
を
翻
し
て
い
る

こ
と
に
言
及
。
高
速
道
路
料
金

な
ど
を
め
ぐ
る
迷
走
ぶ
り
も
指
摘

し
、「
ま
さ
に
失
望
内
閣
そ
の
も

の
だ
」
と
厳
し
く
批
判
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
公
明
党
が
政
治

資
金
規
正
法
の
改
正
な
ど
清
潔

政
治
の
実
現
へ
向
け
て
リ
ー
ド
し

て
い
く
と
強
調
。「
公
明
党
こ
そ

国
民
の
声
を
誠
実
に
受
け
止
め
る

真
の
第
三
勢
力
。
生
活
目
線
の

政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で

取
り
組
む
」
と
力
説
し
た
。

　
公
明
党
高
知
県
本
部
（
池
脇

純
一代
表
＝
県
議
）
は
８
月
１５
日
、

県
内
１３
ヶ
所
で
街
頭
演
説
会
を

開
催
し
た
。
こ
れ
に
は
、
石
田

祝
稔
衆
院
議
員
や
県
議
、
市
議

ら
が
参
加
し
た
。

　
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
、
６５

回
目
を
迎
え
た
終
戦
記
念
日
に

つ
い
て
、「
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
す
る
と
と
も
に
、
唯
一の
被
爆

国
と
し
て
平
和
へ
の一
歩
を
踏
み

出
す
日
に
し
た
い
」
と
力
説
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
禁
止
条

約
の
批
准
な
ど
公
明
党
の
実
績

を
強
調
し
、「
平
和
の
党
と
し
て

核
兵
器
の
廃
絶
な
ど
平
和
構
築

に
具
体
的
に
努
力
し
て
い
く
」

と
訴
え
た
。

5月16日　今治市（三島・伯方島・大三島）にて街頭演説

5月30日
高松市にて街頭演説

7月18日
高知市追手筋にて
日曜市街頭演説

6月19日
四国中央市にて街頭演説

石田 祝稔
プロフィール

生年月日
家族構成

昭和 26年 9月1日
妻と一男二女

いしだ のりとし

東京事務所　※事務所が移転致しました。
〒100-8982　東京都千代田区永田町 2-1-2
　　　　　　衆議院第 2議員会館 1024 号
TEL 03-3508-7472  FAX 03-3508-3352

昭和２６年　高知県高知市生まれ
　　　　　 高知市立旭小学校、西部中学校卒業
昭和４５年　高知県立高知追手前高等学校卒業
昭和５３年　創価大学大学院修士課程修了
昭和５４年　東京都職員となり福祉の現場で働く
平成  ２年　衆議院議員　初当選
平成５年、１５年、１７年、２１年
衆議院議員当選　現在５期
＜国会・政府役職＞　
経済産業委員長、大蔵政務次官、
厚生労働副大臣、
農林水産副大臣を歴任
＜所属委員会＞　　　
農林水産委員会理事　
災害対策特別委員会理事
＜公明党役職＞　　　
中央幹事　四国方面議長
政務調査会副会長　農林水産部会長

参議院消費者問題特別委員長に就任

７月３０日からスタートした臨時国会で、
参議院の消費者問題特別委員長に
選任されました

口
蹄
疫
特
措
法
案
が
可
決

（掲載記事については、公明新聞より抜粋・要約しています。）
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口
蹄
疫
被
害
で
現
地
調
査

　
　万
全
な
支
援
、
国
に
要
請
へ

津
波
災
害
で
支
援
要
請

　
　漁
協
共
済
の
周
知
不
足
指
摘

食
料
安
全
保
障
が
柱

　
　「特
別
予
算
枠
」
を
提
唱

口
蹄
疫 

国
は
対
策
に
本
腰
を

　
　畜
産
農
家
は
極
限
状
態

　
　
　生
活
支
援
な
ど
き
め
細
か
く

「
初
動
遅
れ
に
よ
る
人
災
」

4月29日　川南町長から被害状況を聞く5月10日　東国原知事から国への要望などを聞く

3月11日　衆院農林水産委員会にて政府に津波被害に対し支援を要請

5月25日衆院本会議にて政府に口蹄疫対策を迫る

　
宮
崎
県
下
で
発
生
し
た
家
畜
の
口
蹄
疫

被
害
を
重
視
し
た
公
明
党
口
蹄
疫
防
疫
対

策
本
部
の
東
順
治
本
部
長
、
石
田
祝
稔
事

務
局
長
（
党
農
水
部
会
長
）、
木
庭
健
太

郎
参
院
幹
事
長
ら
は
４
月
２９
日
、
宮
崎
県

庁
で
河
野
俊
嗣
副
知
事
ら
か
ら
被
害
の
実

情
を
聴
取
し
た
。
こ
れ
に
は
長
友
安
弘
、

新
見
昌
安
、
河
野
哲
也
の
３
県
議
が
同
席

し
た
。

　
口
蹄
疫
は
ウ
ィ
ル
ス
性
の
家
畜
伝
染
病

で
、
国
内
で
は
１０
年
ぶ
り
の
発
症
。
都
農
、

川
南
両
町
を
中
心
に
感
染
が
確
認
さ
れ
た

の
に
続
き
、
え
び
の
市
で
も
感
染
の
疑
い
が

あ
る
牛
が
見
つ
か
り
、
隣
県
の
熊
本
、
鹿

児
島
な
ど
に
〝
飛
び
火
〞
す
る
恐
れ
も
。

河
野
副
知
事
は
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
初

動
防
疫
対
策
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
、
と

し
た
後
、
特
別
交
付
税
措
置
を
含
む
万
全

な
国
の
財
政
支
援
な
ど
を
求
め
た
。

　
こ
の
後
、
一
行
は
発
症
が
確
認
さ
れ
た
川

南
町
の
役
場
で
内
野
宮
正
英
町
長
、
川
越

忠
明
議
長
（
公
明
）
か
ら
要
望
を
聞
い
た
。

　
同
町
長
は
初
動
防
疫
対
策
を
徹
底
し
て

い
る
が
、
風
評
被
害
な
ど
も
心
配
と
指
摘
。

「
畜
産
農
家
の
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
に
国

の
援
助
を
」
と
要
望
し
た
。

　
東
、
石
田
の
両
氏
は
、
万
全
の
支
援
策

を
国
に
要
請
し
て
い
く
、
と
約
束
し
た
。

　
公
明
党
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
（
本
部

長
＝
東
順
治
副
代
表
）
は
５
月
１０
日
、
宮

崎
県
庁
で
東
国
原
英
夫
知
事
と
会
い
、
感

染
の
拡
大
防
止
対
策
な
ど
で
国
への
要
望
を

聞
い
た
。
東
本
部
長
の
ほ
か
、
石
田
祝
稔

事
務
局
長
、西
博
義
衆
院
議
員
ら
が
参
加
、

地
元
の
長
友
安
弘
、
新
見
昌
安
、
河
野
哲

也
の
３
県
議
も
同
行
し
た
。

　
同
県
の
口
蹄
疫
感
染
・
感
染
疑
い
は
、

児
湯
方
面
の
川
南
町
、
都
農
町
を
中
心
に

拡
大
。
鹿
児
島
、
熊
本
県
と
接
す
る
、
え

び
の
市
か
ら
も
感
染
が
確
認
さ
れ
、
現
在

ま
で
に
計
56
例
の
感
染
・
感
染
疑
い
が
確

認
さ
れ
、
殺
処
分
対
象
の
牛
や
豚
は
約
６

万
４
０
０
０
頭
に
上
って
い
る
。

　
席
上
、
東
国
原
知
事
は
、
１０
年
前
の
流

行
に
比
べ
、
感
染
・
感
染
疑
い
が
拡
大
し

て
お
り
、
非
常
事
態
宣
言
を
出
さ
ざ
る
を

得
な
い
レ
ベ
ル
近
く
ま
で
事
態
は
逼
迫
し
て

き
て
い
る
、
と
指
摘
。「
発
生
農
家
だ
け
で

な
く
、
畜
産
農
家
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
は

大
き
く
、
極
限
状
態
に
あ
る
」
と
し
て
早

急
な
国
の
支
援
を
訴
え
た
。

　
具
体
的
に
は
、①
無
利
子
融
資
制
度
な

ど
発
生
農
家
へ
の
生
活
支
援
②
殺
処
分
対

策
に
係
る
国
の
交
付
金
の
割
合
を
現
行
５

分
の
４
か
ら
５
分
の
５
に
拡
充
③
初
動
防
疫

体
制
の
人
員
確
保
④
県
、
市
町
村
に
対
す

る
包
括
的
な
財
政
支
援
措
置
⑤
風
評
被
害

防
止
の
徹
底
ー
な
ど
を
求
め
た
。

　
東
本
部
長
ら
は
、
先
に
視
察
し
た
川
南

町
や
、
え
び
の
市
な
ど
が
対
策
に
苦
慮
し

て
い
る
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
徹

底
し
た
国
の
支
援
の
必
要
性
を
痛
感
し
て

い
る
」
と
強
調
。
政
府
に
対
し
、
き
め
細

や
か
な
対
策
を
早
急
に
取
る
よ
う
に
要
請

し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
同
対
策
本
部
の一行
は
、

感
染
が
確
認
さ
れ
た
、
え
び
の
市
を
訪
れ
、

村
岡
隆
明
市
長
や
、
J
A
え
び
の
市
の
小

吹
敏
博
専
務
理
事
ら
か
ら
実
情
を
聴
取
。

J
A
宮
崎
県
中
央
会
で
も
、
担
当
者
か
ら
、

国
への
要
望
な
ど
を
聞
い
た
。

　
５
月
２５
日
の
衆
院
本
会
議
で
石
田
祝
稔

衆
院
議
員
は
、
宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄

疫
に
関
す
る
政
府
報
告
に
つい
て
質
問
し
た
。

　
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
１
例
目
の
発
生

が
報
告
さ
れ
た
後
、
ま
ん
延
が
心
配
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
９
日
間
の
外
遊
に
出
た

赤
松
広
隆
農
林
水
産
相
な
ど
、
政
府
の
危

機
管
理
意
識
の
低
さ
を
指
摘
。「
今
回
の
口

蹄
疫
被
害
の
拡
大
は
、
政
府
の
初
動
対
応

の
遅
れ
が
招
い
た
人
災
で
あ
る
」
と
厳
し
く

断
じ
た
。

　
赤
松
農
水
相
は
「
議
運
の
了
解
の
下
で

出
張
し
た
も
の
」
と
述
べ
、「
出
張
先
で
報

告
を
受
け
、
必
要
な
指
示
を
出
す
体
制
を

整
え
て
い
た
」
と
強
弁
。
５
月
７
日
に
行
わ

れ
た
福
島
瑞
穂
消
費
者
・
少
子
化
担
当
相

（
農
水
相
臨
時
代
理
）
と
東
国
原
英
夫
・

宮
崎
県
知
事
と
の
意
見
交
換
を
受
け
、
自

ら
が
現
地
を
訪
問
す
る
こ
と
を
決
断
し
た

な
ど
と
説
明
し
た
。

　
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
が
公
明
党
が
同
日

提
出
し
た
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
案
に
つ

い
て
の
見
解
を
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
鳩
山

由
紀
夫
首
相
は
「
政
府
と
し
て
も
必
要
性

に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
し
た
い
」
と
答
え

た
。

　
３
月
１１
日
の
衆
院
農
林
水
産
委
員
会
で

石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
、
チ
リ
大
地
震
に

よ
る
水
産
業
へ
の
津
波
被
害
を
取
り
上
げ
、

政
府
に
き
め
細
か
な
対
応
を
求
め
た
。

　
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
、
水
産
物
の
養

殖
施
設
な
ど
に
お
け
る
被
害
の
甚
大
さ
や

原
状
回
復
に
は
数
年
を
要
す
る
こ
と
な
ど

を
訴
え
、
政
府
に
対
し
幅
広
く
支
援
策
を

講
じ
る
よ
う
強
く
要
請
。

　
農
水
省
の
佐
々
木
隆
博
大
臣
政
務
官
は

「
融
資
、
共
済
の
発
動
な
ど
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
漁
業
災
害
補
償
制
度
の
改
正
に

伴
い
、津
波
や
地
震
、噴
火
被
害
に
限
定
し
、

安
い
掛
け
金
で
損
失
に
応
じ
た
共
済
金
を

支
払
う
新
た
な
特
約
商
品
が
昨
年
１０
月
か

ら
販
売
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
周
知
体

制
の
不
十
分
さ
を
指
摘
。

　「
昨
年
段
階
で
し
っ
か
り
と
P
R
し
て
い

れ
ば
今
回
の
津
波
に
も
間
に
合
っ
た
」
と
し
、

農
水
省
の
対
応
を
批
判
し
た
。

　
公
明
党
農
林
水
産
部
会
の
石
田
祝
稔
部

会
長
は
６
月
８
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
J
A
全
中
）

主
催
の
「
農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向
け

た
政
策
討
論
集
会
」
に
各
党
の
代
表
者
と

と
も
に
出
席
し
、
見
解
を
述
べ
た
。

　
石
田
祝
稔
部
会
長
は
、
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
民
主

党
政
権
が
生
産
現
場
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
農
業

農
村
基
盤
整
備
事
業
（
土
地
改
良
事
業
）

の
予
算
を
前
年
度
比
で
約
６
割
も
削
っ
た
こ

と
を
厳
し
く
指
摘
。
来
年
度
か
ら
戸
別
所

得
補
償
の
対
象
品
目
を
広
げ
、
本
格
実
施

す
る
と
い
う
民
主
党
の
方
針
に
対
し
、
財

源
確
保
の
メ
ド
が
全
く
立
っ
て
い
な
い
現
状

を
踏
ま
え
、「
ど
こ
か
ら
お
金
が
出
て
く
る

の
か
。
無
理
な
話
だ
」
と
疑
問
を
投
げ
掛

け
た
。

　
そ
の
上
で
、
公
明
党
は
「
食
料
安
全
保

障
の
確
立
」
を
前
面
に
掲
げ
、
農
水
省
予

算
の
枠
を
超
え
た
「
特
別
予
算
枠
」
の
創

設
に
取
り
組
む
考
え
を
表
明
。
全
国
一律
の

戸
別
所
得
補
償
と
は
違
い
、
地
域
や
作
物

ご
と
に
交
付
金
単
価
を
設
け
、
再
生
産
価

格
を
確
保
す
る
制
度
の
導
入
と
と
も
に
、

最
低
限
輸
入
義
務
の
あ
る
ミ
ニマ
ム
ア
ク
セ

ス
米
（
M
A
米
）
と
国
産
の
備
蓄
米
を
海

外
食
料
援
助
に
活
用
す
る
国
際
貢
献
策
を

提
案
し
た
。

　
ま
た
、
野
菜
・
果
樹
・
花
き
農
家
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
安
全
網
）
対
策
で
価
格
下

落
時
の
収
入
を
補
て
ん
す
る
収
入
保
険
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
や
、
都
市
農
業
振
興

法
（
仮
称
）
の
制
定
を
検
討
す
る
考
え
を

示
し
、「
農
業
は
生
命
維
持
産
業
。
し
っ
か

り
し
た
政
策
を
つ
く
り
上
げ
る
」
と
強
調

し
た
。

3選挙区の得票数 比例区

第22回参議院議員選挙 公明党得票一覧第22回参議院議員選挙 公明党得票一覧
（選管確定）

東　　京
当 竹谷　とし子 806,862 新人

当
当
当
当
当
当

① 秋野　公造
② 長沢　広明
③ 横山　信一
④ 谷合　正明
⑤ 浜田　昌良
⑥ 荒木　清寛
⑦ 浮島　智子
⑧ 鰐淵　洋子
⑨ 小野　綾子
⑩ 小池　敏昭
⑪ 雨宮　秀樹
⑫ 鈴木　敏之
⑬ 古田　　聡
⑭ 宮崎　　勝
⑮ 細野　浩司
⑯ 米山　哲郎
⑰ 広恵　敏秀

836,120
630,775
579,793
544,217
503,177
457,700
445,068
28,850
20,336
15,584
6,184
3,866
3,470
2,634
2,582
2,416
684

新人
新人
新人
現職
現職
現職
現職
現職
新人
新人
新人
新人
新人
新人
新人
新人
新人

埼　　玉
当 西田　実仁 594,678 現職

大　　阪
当 石川　博崇 864,278 新人

※「公明党」と書かれたもの3,555,970を含む
公明党得票総数  7,639,432


